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問い合わせは
市政懇談会については　　　　市政発信課　☎898-6644
老人クラブ補助金については　介護高齢課　☎898-6134
ふれあいサロンについては　　社会福祉課　☎898-6142
市営住宅については　　　　　建築住宅課　☎898-6834
こんにちは収集については　　ごみ減量課　☎898-6273

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
に
つ
い
て

Q　

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
現
状
は
、

人
数
の
少
な
い
ク
ラ
ブ
の
方
が
１
人
当
た

り
の
単
価
は
高
く
な
る
と
い
っ
た
不
合
理

な
面
が
あ
り
ま
す
。
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。A　

補
助
金
の
た
め
に
、
ク
ラ
ブ
を
分

割
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
新
し
い

方
法
を
考
え
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
つ
い
て

Q　

各
地
区
で
活
発
に
活
動
し
て
い
る

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
す
が
、
年
々
補
助
金

が
削
減
さ
れ
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き

ま
せ
ん
。
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

A　

介
護
予
防
や
地
域
の
交
流
と
い
う

面
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
大
変
有
意
義

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
早
急
に
改
善

し
て
い
き
ま
す
。

Q　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
は
民
生

委
員
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
連
携

も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

人
の
連
絡
先
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

A　

個
人
情
報
の
問
題
な
ど
、
難
し
い

面
も
あ
り
ま
す
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
の
了
解
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
自
治
会

経
由
で
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

市
営
住
宅
の
高
齢
者
に
つ
い
て

Q　

市
営
住
宅
の
４
階
や
５
階
に
住
ん

で
い
る
高
齢
者
は
、
上
り
下
り
が
大
変
だ

と
思
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
１
階
に
引
っ

越
せ
る
よ
う
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

A　

４
階
以
上
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な

い
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
設

置
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
度
に
全
て
は
で

き
な
い
た
め
、
高
層
階
に
居
住
の
高
齢
者

で
住
み
替
え
を
希
望
す
る
人
は
建
築
住
宅

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は
収
集
に
つ
い
て

Q　
「
こ
ん
に
ち
は
収
集
」
は
大
変
あ
り

が
た
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。
独
居
老
人

な
ど
の
安
否
確
認
の
意
味
か
ら
も
、
現
在

の
介
護
保
険
要
支
援
１
以
上
や
身
体
障
害

な
ど
と
い
っ
た
条
件
を
再
考
し
、
対
象
者

を
拡
大
す
る
と
よ
り
よ
く
な
る
と
思
い
ま

す
。A　

現
在
、「
こ
ん
に
ち
は
収
集
」
事
業

の
申
請
者
は
、３
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

条
件
を
緩
和
し
た
場
合
、
対
象
者
が
増
え

る
た
め
に
収
集
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
要
望
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

世帯の年間での自己負担限度額（国民健康保険と介護保険の合算）

国民健康保険料と介護保険料の合計額
70歳～74歳の人 70歳未満の人

現役並み所得者＊1

（上位所得者＊2）
67万円 126万円

一般 56万円 67万円

低所得者＊3 Ⅱ 31万円
34万円

Ⅰ 19万円

＊1　70歳以上の人で負担割合が３割
＊2　70歳未満の人で世帯員全員の合計所得が600万円以上
＊3　70歳未満の人は世帯員全員が市民税非課税。〈Ⅱ〉70歳以上の人で世帯員

全員が市民税非課税、〈Ⅰ〉70歳以上の人で市民税非課税で世帯員全員の
所得が各種収入から必要経費・控除を差し引いた所得が０円になる世帯

　国民健康保険（国保）の加入世帯を対象に高額医療・高額
介護合算療養費を支給します。これは医療費の自己負担額と介
護の利用者負担額の合計が限度額（右表のとおり）を超える場
合に、その超えた金額を支給するものです。昨年８月１日から、
ことし７月31日までに支払った自己負担額が対象になります。
　支給対象者には、11月下旬に通知します。国保以外に加入し
ている人は、加入している医療保険に問い合わせてください。

医療保険と介護保険利用者の
負担を軽減

問い合わせは　国民健康保険課　☎898-6249

問い合わせは　文化国際課　☎898-5825

問い合わせは　各児童館へ
　各児童館でクリスマス会を開催します。劇や歌、演奏などイベントが盛りだくさん。市
内在住の人が対象です。各児童館に直接申し込んでください。

　前橋アートコンペライブ2011の公開審査を開催。全国から応募
があった358作品のうち、１次審査（書類審査）を通過した作品を
公開で審査します。現代アート作品の数 を々ぜひ、ご覧ください。
日時＝12月４日㈰午後１時
会場＝前橋プラザ元気21・１階にぎわいホール
申し込み＝当日会場へ直接

■
中
核
市
の
課
題
解
決
で
連
携

　
富
岡
高
崎
市
長
の
就
任
後
、
初
め
て
の

会
議
と
な
っ
た
今
回
は
、
会
議
の
前
に
高

崎
市
美
術
館
と
旧
井
上
房
一
郎
邸
を
観
覧
。

美
術
館
の
運
営
状
況
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
会
議
で
は
食
育
の
推
進
や
文
化
･
ス
ポ

ー
ツ
で
の
市
民
交
流
の
促
進
な
ど
、
連
携

を
強
化
･
充
実

し
て
い
く
事
業

と
し
て
位
置
付

け
た
下
表
の
12

の
連
携
事
業
の

実
績
報
告
と
意

見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、

中
核
市
と
し
て

共
有
す
る
課
題

の
解
決
や
両
市
の
観
光
資
源
の
有
効
活
用

な
ど
で
、
こ
れ
か
ら
も
連
携
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は　

政
策
推
進
課　

☎
８
９
８
―
6
5
1
3

みんなで楽しく児童館でメリークリスマス

現代アートの登竜門 前橋アートコンペライブ

施設 日時 対象 費用・用意する物 主な内容 申し込み
日吉児童館☎233-5122

12月17日㈯
午後１時30分

３歳～小６、先着80人

無料

ミニコンサート 11月26日㈯午前10時から

下小出児童館☎233-2622
３歳～小６、先着各100人

ハンドベル演奏 12月３日㈯午前10時30分から

朝倉児童館☎265-1955 ミニコンサート、人形劇
12月３日㈯午前10時から

大友児童館☎251-1337 12月17日㈯
午後２時

３歳～小６、先着各120人
人形劇や歌

粕川児童館☎285-4000 12月10日㈯
午後２時 ミニコンサート 11月26日㈯午前10時から

ふじみじどうかん☎288-2898 12月17日㈯
午前10時30分

幼児～小学生（幼児は保護者同
伴）、先着30人

300円相当のプ
レゼント

パネルシアターやプレ
ゼント交換

11月22日㈫から
じどうかんアリス☎288-6736

①12月17日㈯
午前10時30分
②同午後２時

①は幼児とその保護者、先着20
組②は小中学生、先着20人 各300円 パネルシアターや歌、ビ

ンゴ

前
橋・高
崎
連
携
市
長
会
議
で

今
後
の
連
携
を
確
認

　
10
月
25
日
に
前
橋
・
高
崎
連
携
市
長
会
議
を
高
崎
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
今
後
も
両
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
に
、
引
き
続
き
さ
ま

ざ
ま
な
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
。
詳
し
い
内
容
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

美術評論家・富山大
芸術文化学部教授
伊東順二さん

金沢21世紀美術館
館長
秋元雄史さん

現代美術作家
ヤノベケンジさん

　９月から市内10カ所で市政懇談会を開催しています。
今回のテーマは、「ふれ愛ささえ愛　前橋健康長寿宣言」。
私たちにとって身近な課題である介護予防について本市
の施策や考え方を説明するとともに、市民の皆さんと市
長が直接意見交換を行っています。ここでは10月中旬ま
でに行われた地区での意見交換の一部を紹介します。

強化・充実する連携事業

審査員

❶両市まつりなどでの市民交流 ❼文化イベントの共同開催

❷スポーツ交流 ❽文化財活用事業

❸両市人事交流 ❾安全安心対策の連携

❹市職員合同研修 10食育推進事業の連携

❺都市計画道路の整備 11物産展の相互参加

❻JR両毛線の利便性向上 12観光振興の連携

ⓒCHISATO  HIKITA

和やかな雰囲気で会議

市政懇談会


